
　３月３１日、山科消防団に総務大臣から「令
和２年度総務大臣感謝状」が贈呈されました。
　これは、全国的に減少傾向である消防団員
の確保に向けた積極的な取組と、前年度と比
較して消防団員数が増加したことを評価され
たもので、令和元年度に続き２年連続の贈呈
となります。
　山科消防団の活動は、山科区ならではの「地域力・つながり」の賜
物です。
　今後も「安心・安全のまち山科」を目指し、地域防災体制の充実や
地域の安心・安全の推進に全力で取り組んでまいります！
問合せ 山科消防署（☎592-9755）

災害用備蓄飲料水「京のかがやき 疏水物語」が
区役所への来所によりお申込みいただけます！
京都市内であれば、配達料無料でご家庭までお届けします！

　大雨や台風などの災害に備えて、飲料水の備蓄をお願いし
ます。（「1人1日3リットル、3日分以上の飲料水の備蓄」が目
安です。）
　「京のかがやき 疏水物語」1ケースでおよそ4人家族1日
分の量に相当する飲料水を確保することができます。ぜひご
利用ください。
金　額 2,400円／1ケース24本入り（税込・市内配達料無料）
申込方法 ●山科区役所 ２階地域力推進室（防災担当）への来所

● 上下水道局本庁舎1階 お客さま窓口サービス
コーナーへの電話、FAX又は来所

問合せ 市上下水道局お客さま窓口サービスコーナー
（☎６７２-７７７０、FAX６７２-７７７３）

ひとつでも当てはま
れば、SOSのサイン
かもしれません！

災害に備えて飲料水の備蓄を！！

子どもの非行・犯罪被害非行・犯罪被害を
防ぎましょう！
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山科消防団に２年連続で
総務大臣感謝状が贈呈されました

　夏休みは、子どもたちが様々な体験をします。
　近年、子どもたちがインターネットやSNSを通
じて犯罪に巻き込まれるケースが増えています。
　子どもたちを守るために変化やサインを見落
とさないようにしましょう。

チェック項目 チェック

生活の
変化

夜の外出や外泊が多くなった
外出時のことを話さなくなった
これまでとは違うタイプの友達と付き合い始めた
理由なく学校を欠席・早退・遅刻することが多くなった

言動の
変化

言葉づかいが悪くなった
暴力的なことをするようになった
態度に落ち着きがなくなった

服装・
持ち物
の変化

見慣れない持ち物が増えた
髪型や服装が派手になった
だらしない恰好をするなど服装が乱れてきた
高級ブランド品など年齢にそぐわない物品を持っている

少年の悩みや非行・犯罪被害などの相談は、一人で悩まず、
ヤングテレホン：☎０７５-５５１-７５００（２４時間受付）にご相談ください。
※メール相談は府警ホームページから

問合せ 山科警察署（☎575-0110）
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京都市内の昨年（令和２年）の火災件数は２０４件でした。
さて、火災原因で最も多かったのは何だと思いますか？

実は放火（疑いを含む）です。過去、京都市においても、放火による火災
は４０年連続（昭和５１年～平成２７年）で最も多い火災原因でした。

放火による火災から大切な命や財産を守るため、
放火されない環境づくりに取り組みましょう。

１．建物の周りなどに、燃えやすい物を置かないようにしましょう。
２．門扉や物置にはしっかり鍵をかけて、不審者の侵入を防ぎましょう。
３．夜間には屋外の照明を点灯するなど、明るくしましょう。
４．センサーライトなど、放火火災の防止に有効な機器を設置しましょう。
５．放火火災を防ぐための地域活動に積極的に参加しましょう。
６．その他、様々な放火防止対策を進めましょう。

問合せ 山科消防署（☎592-9755）

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第307号　　令和3年7月15日　（4）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ ( ☎ 092-716-1401)　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。




